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令和６年度 第８回下野市教育委員会定例会議事録 

 

 日  時  令和６年１１月１８日（月）午後１時３０分～午後５時１０分 

 会  場  下野市役所３階 教育委員会室 

 出席委員   教 育 長  石﨑 雅也   職務代理者  永山 伸一 

        委   員  石嶋 和夫   委   員  佐間田 香 

        委   員  川田 玲子 

 出席職員   教育次長           高山 正勝 

教育総務課長         米井 正和 

学校教育課長         石島 直 

生涯学習文化課長       野口 修一 

文化財課長          伊藤 隆行 

スポーツ振興課長       根本 宣明 

教育総務課課長補佐      厚木 充 

学校教育課指導主事      水本 百合子 

学校教育課指導主事      石﨑 真清 

教育総務課主査        篠崎 貴弘 

教育総務課主事        阿部 維麻 

 

 公開・非公開の別  公開（一部非公開） 

 傍 聴 者   ０ 人 

 報道機関   ０ 人 

 議事録（概要）作成年月日  令和６年１２月２３日 

 

教育長の報告 

報告第３２号  下野市教育委員会後援名義等の使用及び下野市教育委員会教 

育長賞の交付の承認について 

報告第３３号  寄附の受入状況について 

報告第３４号  令和６年度とちぎっ子学習状況調査の結果分析について 

報告第３５号  令和６年度全国学力・学習状況調査の結果分析について 

報告第３６号  令和６年度県新人体育大会の結果について 

報告第３７号  下野市生涯学習情報センターの廃止に向けた取組状況に 

ついて 

報告第３８号  下野市教育支援委員会の判定結果について（第２回答申） 
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議  事 

議案第３０号  下野市立中学校及び義務教育学校における拠点校部活動実施 

要項について 

そ の 他      

（１）古山小学校学校訪問について 

（２）令和６年度下野市教職員全体研修会（研究発表会）の開催について 

（３）令和６年度市民人権講座の開催について 

 

        １．開会 

（石﨑教育長）   ただいまから、令和６年度第８回下野市教育委員会定例会を

開会する。 

 

 ２．教育長あいさつ 

（石﨑教育長）   １０月１９日から本日１１月１８日までの職務について資料

に基づき報告する。 

報告内容について、質疑等はあるか。 

（永山委員）   本日の「小中一貫に係る市内共通の取組」についての協議は 

具体的にどのような内容か。 

（石﨑教育長）   以前から言っていたが、どちらかというと各中学校区に任せ

てしまっていて、それぞれの取組を紹介するという形式であっ

た。もっと市教育委員会、特に学校教育課が中心となってこう

いうことをやりましょう。これが下野市の小中一貫教育といっ

たこと。下から上がってくるのも良いが、これだけは一緒にや

りましょうと。例えば成果指標を挙げてもらうことにしたが、

市として共通の指標が必要と思う。共通の取組をすることで下

野市の子であればこれができる。例として、下野市内はどの学

校も小学校低学年時点で同じやり方、時間を使って鉛筆の持ち

方を徹底的に指導する。そうすると下野市の小学校を卒業した

子は誰もが持ち方がきれいで上手く使えるようになる。あるい

はシモツケ体操を作って小学校陸上記録会のときに準備体操で

みなんなで同じ体操ができる。そうすることでみんな下野市の

小学生なのだと一体感を持てる。そういった内容の協議を行っ

た。 

（永山委員）   鉛筆の持ち方について、よいと思う。タイピングも加えては 

どうか。 

（石﨑教育長）   承知した。 

他、質疑等はあるか。 

（佐間田委員）   国分寺小学校の運動会について。雨天延期で３日間に分かれ
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て開催されたが、ＰＴＡや保護者と話したときに３日間は先生

も含めて大変だという話を聞いた。児童も午前に他の学年の見

学をしたり、全校競技があったりするなど、３日間縛られたよ

うだ。そういった形だったので、コロナ以前を知っている方は

国分寺小学校の校庭で６学年できるのではないか、隣の国分寺

中学校の校庭を借りることもできるのではないか、という意見

があった。 

（石﨑教育長）   コロナ禍の当時、私が国分寺中学校にいた際、国分寺小学校

は地区ごとに２分割して開催したことはあった。学校教育課で

は何か聞いているか。 

（石島学校教育課長）   聞いていない。 

（佐間田委員）   以前は児童全６学年と保護者で開催していたので、なぜダメ

なのかと保護者の間で疑問を抱く声があった。開催日が分かれ

ると、２日間以上仕事を休まなくてはならない保護者が出てき

てしまう。 

（石﨑教育長）   学校教育課で学校と相談をしてもらう。学校の事情もあると

思う。 

（石島学校教育課長）   承知した。事情を確認する。 

（石﨑教育長）   他、意見等はあるか。（特になし） 

 

３．議事録署名人の選任 佐間田委員及び川田委員を指名 

 

４．前回議事録の承認 

（石﨑教育長）   前回議事録について、事務局に説明を求める。 

（厚木教育総務課課長補佐）   令和６年度第７回教育委員会定例会議事録について、修正が

あった旨説明を行う。 

（石﨑教育長）   意見等はあるか。（特になし） 

議事録はこのとおり決定とする。 

 

        ５．教育長の報告 

（石﨑教育長）   報告第３２号、下野市教育委員会後援名義等の使用及び下野 

市教育委員会教育長賞の交付の承認について、説明を求める。 

（米井教育総務課長）   資料に基づき、新規申請案件について説明を行う。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。 

（永山委員）   講演は誰が講師になるのか。 

（厚木教育総務課課長補佐）   案としてＮＰＯ法人キーデザイン代表の土橋優平氏が予定さ

れている。この団体は不登校問題を考える活動をしており、過

去の実績としても、こういった不登校に関する講演を行ってい

る方である。 

（佐間田委員）   永山委員と同じく講演する人が誰かによるかと思ったが、土

橋氏は全国キャラバンなどやっている方で、私も以前話を聞い
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たことがある。特に問題はないと思われる。 

（石﨑教育長）   他、質疑等はあるか。（特になし） 

続いて、報告第３３号、寄附の受入状況について、説明を求

める。 

（米井教育総務課長）   資料に基づき、寄付の受け入れについて、説明を行う。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 

続いて、報告第３４号、令和６年度とちぎっ子学習状況調査

の結果分析について、説明を求める。 

（石﨑学校教育課指導主事）    資料に基づき、説明を行う。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。 

（永山委員）   県平均と比べ概ね良好ということであったが、先生の感覚と

して学力は上がっているか。先日の学校訪問の際に、以前は県

平均と比べ非常にかけ離れて良かったが、最近は県平均よりは

良いが若干伸びに陰りが見えるという趣旨の説明があった。こ

うやって一つ一つ説明を聞いていくと安心してしまうが、全体

として先生方の印象として学力が伸びているのか。 

（石﨑学校教育課指導主事）   ５年間の傾向などを分析すると、本市の特徴として記述式の

ところが大きく上回っているという傾向があった。その幅が狭

まって少し上回るくらいになってきたと思う。ただし、書くこ

とや記述式のところでいつも力を保っていることは５年間の傾

向として共通している部分と思う。 

（永山委員）   なぜ質問をするかというと、家庭で課題をやることについて、

若干問題点が見られるということ。自分で勉強の計画を立てて

家庭学習をしていく部分に若干心配があるという説明を聞いた

ので、それとの関連性を含めてどうなのかと思った。その辺の

印象はどうか。 

（石﨑学校教育課指導主事）   昨年度は家庭学習について良好な結果が見られたが、今年度

は小中学校ともに家庭学習でパーセンテージに少し気になると

ころが見られた。ただ、各中学校区においては家庭学習強調週

間などの取組みを中学校区ごとにしているので、そういった成

果が少しずつ現れてくるのではないかと思う。 

（石﨑教育長）   他、質疑等はあるか。（特になし） 

続いて、報告第３５号、令和６年度全国学力・学習状況調査

の結果分析について、説明を求める。 

（石﨑学校教育課指導主事）   資料に基づき、説明を行う。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。 

（佐間田委員）   この調査については知的や情緒などのクラスの児童も参加し

ているのか。 

（石﨑学校教育課指導主事）   調査に参加することが可能な児童は参加している。学校と家

庭とが相談して参加するかしないか検討している。参加してい

ない場合もある。 
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（石﨑教育長）   他、質疑等はあるか。 

（永山委員）   発展的な勉強ができる状況かどうか。各学校が工夫している

か。どうしても授業全体になると、進みの遅い子、早い子がい

るので両方に配慮するのが難しいと思う。学び直しという部分

ではいろいろな工夫ができると思うが、もうちょっと勉強した

いという児童生徒の声に何か各学校で工夫していることがある

か。そういったものがこういう結果に出てくると思う。その辺

をお聞きしたい。 

（石﨑学校教育課指導主事）   各学校ＩＣＴ関係の機器を活用しながら、学び合いというと

ころで力を入れている。一つの教科だけでなく、全ての教科を

学校全体で取り組んでいるところが多い。特に中学校は教科を

横断的にというのが難しいので、学習指導主任の先生を中心に

学力向上改善プランに位置付ける際には学校課題を通してそれ

ぞれ各教科におろすという形で設定し取り組んでいる。また、

１２月から１月ごろに取組みがどうだったかの見直しを行い、

学力向上改善レポートを次年度に向けて作成してもらう流れで

動いている。各学校で取り組んでいることの進捗状況を確認し

ながらということが県全体的な傾向として課題となっている。

本年度は進捗状況の確認にも力を入れるように学習指導主任の

先生にお願いをしているところである。 

（石﨑教育長）   他、質疑等はあるか。（特になし） 

続いて、報告第３６号、令和６年度県新人体育大会の結果に

ついて、説明を求める。 

（石島学校教育課長）   資料に基づき、説明を行う。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。 

（佐間田委員）   石橋中学校のテニスは一緒に活動はしているのか。 

（石島学校教育課長）   学校での活動はしていない。大会の時に引率の先生が付き添

うこともあるが、基本的に学校の名前を使っているのみ。 

（石﨑教育長）   他、質疑等はあるか。 

（石﨑教育長）   資料について、準々決勝敗退はベスト８と同じであればベス

ト８の表記が良いのではないか。表記は統一した方が良い。 

（石島学校教育課長）   承知した。訂正する。 

（石﨑教育長）   他、質疑等はあるか。（特になし） 

続いて、報告第３７号、下野市生涯学習情報センターの廃止

に向けた取組状況について、説明を求める。 

（野口生涯学習文化課長）   資料に基づき、説明を行う。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。 

（石﨑教育長）   他、質疑等はあるか。（特になし） 

 

ここで諮る。報告第３８号下野市教育支援委員会の判定結果 

について（第２回答申）については、個人情報の含まれる案件
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であるため、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４

条第７項の規定により、非公開として進めたいと思うが、よろ

しいか。（全委員承認） 

 

          それでは、報告第３８号については非公開として進める。 

          報告第３８号、下野市教育支援委員会の判定結果について

（第２回答申）説明を求める。 

 

         以下、非公開。 

 

（石﨑教育長）   ここで非公開を解く。続いて、議事に移る。 

 

６．議事 

 

（石﨑教育長）   議案第３０号、下野市立中学校及び義務教育学校における拠

点校部活動実施要項について、説明を求める。 

（石島学校教育課長）   資料に基づき、説明を行う。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。 

（永山委員）   県の基準と説明があったが、まとまった資料はあるか。 

（石島学校教育課長）   令和５年４月に設定されたものがあり、それを受けて規定を

作ったものである。 

（永山委員）   その資料もぜひ拝見したい。もう一点。この要項は教育委員

会で承認されれば成立するということか。 

（石島学校教育課長）   そのとおり。 

（永山委員）   そういうことであれば、下野市立中学校及び義務教育学校後

期課程に在籍する生徒は在籍校に希望する部活動等が無い場合

は市内拠点となる受入校の部活動に参加することができる、と

いったところから始めないと箇条書き的で読み解きが難しいと

思う。市で他に規定があるわけではなく、これが最上位という

ことか。 

（石島学校教育課長）   この規定が最上位である。 

（永山委員）   誰が何をすることができるというものが最初に来て、それに

対して目的がこう、最後はこうという決め方をしていかないと

と思う。 

（石島学校教育課長）   県の実施要項等に準じた形で作った経緯があるので、要項等

を配布し説明したい。ご指摘のとおり分かりづらい部分がある

ということで、最初に実施要項の趣旨の部分が必要であろうと

いうことが永山委員のご意見ということでよろしいか。 

（永山委員）   そのとおりである。誰が何をすることを認めるのかというと 

ころから始めた方が良い。そのあとに何のためにするのかの目 

的、誰が、とういう部分で主体や客体を確定していくという決 
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め方が分かりやすいと思う。 

 それと、県の要項がそういう表現をしているのかもしれない 

が、要項４の実施期間は１年間を基本として継続を拒まないと 

いう部分。この辺も曖昧な規定だと思う。 

 

（石島学校教育課長）   要項の文言等について、文書法制所管の総務人事課に確認し

ながら整えていきたい。 

（石﨑教育長）   他、質疑等はあるか。 

（石嶋委員）   規程に関してだが、目的は持続可能な部活動の実現を図ると

いうことだと思うが、一番は在籍する生徒がスポーツや文化活

動に親しむことができる機会を確保することが目的ではないか。 

         永山委員の意見のように、その辺の目的が何かというのをもっ

と分かりやすくした方が良いと思う。 

５の拠点校部活動への参加条件で、原則として教員、保護者

の引率を必要としない生徒であること、とあるが、家庭に通知

した際に保護者は読み取れるのかという不安がある。原則とし

て教員、保護者の引率を必要としない生徒とはどういうことか。 

（石島学校教育課長）   簡単に言うと、一人で行動ができる生徒ということになる。 

（石嶋委員）   その辺が読み取れなかったので分かりやすい表現にした方が

良いと思う。 

（石﨑教育長）   他、質疑等はあるか。 

（川田委員）   今の６年生の保護者は部活動が地域クラブ活動移行になりつ

つあるというのを何年か前から言われていた。部活動をこのま

まできるのかというところから入っていくことになる。地域移

行できなかったらスポーツができないと思ってクラブチームを

決めている子も知り合いにいる。その辺の地域移行との兼ね合

いがここには記載ないがその点はどうなのか。 

（石島学校教育課長）   部活動の地域クラブ活動への移行との兼ね合いがあることと、

今までの区域外就学で部活動をやりたい場合には違う学校に行

く選択肢しかなかった、というところがある。それを子どもた

ちのために選択肢を増やすという大前提である。保護者等への

説明に関しては、かなり遅くなっているので、そこはご指摘の

とおりと思う。 

（石﨑教育長）   他、質疑等はあるか。 

（佐間田委員）   川田委員の意見と似たようなことを思っていた。先日の南河

内第二中学校の学校訪問の際にも、部活動の地域移行について

どうなっているのかという意見が先生からも出た。現場の先生

も分かっていない。保護者も分かっていない。保護者としても

送迎など聞きたい情報だと思う。先ほどクラブチームの話が出

たが、やはり中学校の部活に入る前段階から考えるので、保護

者からすると紙一枚で案内されるよりは大変でも説明をしても
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らいたい。直接聞きたい内容ではないかと思う。しかし、学校

が説明するにも今は学校側も把握できていない状況ではないか

と思う。 

（永山委員）   これで他の中学校に部活に通えるようになったとしても、そ

の通っている部活動も地域移行の対象部活動になる。その辺が

二層構造、三層構造になっているため、こういった文書を出す

ときに気をつけて出した方がいいと思う。川田委員の意見のよ

うに部活動は続くのかと誤解される人がいるかもしれない。部

活動に入ったとしても地域移行の対象部活動ではあるので、こ

の文書だけを見たときに分かるようにしておかないといけない。 

（石嶋委員）   子どもの数が減ってどんどん部活動の数も減っている上に、

地域移行が重なっている。子どもたち自身が自分の部活を３年

生まで続けられるかという不安があると思う。そういう不安を

解消するためには大切な一手だと思うが、その辺を整理しなが

ら説明しないといけない。中学校への進学説明会の時など上手

く説明して安心感を与えるような説明会にしないと、今皆さん

が骨を折っていることが生きてこないのではないかと思う。 

（石島学校教育課長）   １２月から中学校の新入学児を対象とした説明会があるとい

うことと、複数の学校から要望があったということで作成した

ところである。整理がしきれていないというのは、教育長に説

明した際にも意見をいただいていた。今回いろいろな意見が出

るだろうということで、ご意見を聞かせていただいたところで

ある。部活動の地域移行との関係とこれからの部活動のあり方

というものも含めて、しっかりとした説明がないと誤解を招い

てしまう恐れがあるので、担当ともう一度しっかりと検討した

うえで、またお時間をいただきたいと思う。 

（永山委員）   南河内第二中学校の学校訪問の際には、すぐにでも教えて欲

しいという先生方の意見があった。１２月の保護者説明会にと

いう説明であったが間に合うのか。 

（石島学校教育課長）   今回指摘いただいた部分をクリアしないと間に合わないと思

う。 

（石﨑教育長）   他、質疑等はあるか。 

（石嶋委員）   この動きは他の市町に広がっていく可能性は大きいか。 

（石島学校教育課長）   説明の中でも触れたが、大田原市と足利市がすでに始めてい

る。どちらの市も子どもの数が減っている点と、特に大田原市

は学校規模が非常に小さいということもあり、市全体を挙げて

動いている。そこの趣旨等に合致する市町があればそういった

動きは出てくると思う。 

（石﨑教育長）   逆に言うと、約２年経つが２市だけである。これを取り入れ

ることによる問題点もあるのではないか探るように話をしてい

る。指摘していることは全般的に地域移行が遅れていること。
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それと説明不足。他の学校や他市が進んでいるらしい。なのに

自分のところの動きが見えてこないと私たちは置いていかれて

しまったのかとなってしまう。先ほどの話でいうと説明会は市

役所で行うのか。 

（石島学校教育課長）   その予定である。 

（石﨑教育長）   学校で行った方が良いのではないか。市役所で何回開催する

のか。 

（石島学校教育課長）   複数に分けて開催する予定である。 

（石﨑教育長）   複数回開催するのであれば、なお学校で開催した方がよい。

その方が保護者の気持ちが違うし来てもらえるだろう。 

（石島学校教育課長）   承知した。 

（石﨑教育長）   他、質疑等はあるか。 

（石島学校教育課長）   用意ができたので、県の参加規程について資料配布する。 

（石﨑教育長）   教育委員に今現在の進行状況を伝えてはどうか。 

（石島学校教育課長）   部活動の地域移行について、１２月の段階で石橋中学校卓球 

         部と南河内第二中学校のサッカー部が地域移行という形で週末

の練習のクラブ活動を始めたところである。南河内小中学校と

国分寺中学校については候補の部活動を挙げて検討を進めてお

り、可能であれば年内中に２校とも実施したいと考えている。

加えて、２つ目の部活動ということで、今年度中にさらに候補

の部活動を選定し、来年度の４月から開始できるように計画を

立てている。 

（石﨑教育長）   見込みでいいので他には。 

（石島学校教育課長）   今検討しているのは国分寺小学校、国分寺東小学校の児童が

所属しているソフトボールのクラブチームが県で準優勝したと

いうことで、中学校に上がった後もできないかと相談を受けて

いる。そこを地域クラブ活動化できないか検討している。 

また、吹奏楽関係については生涯学習文化課等と相談しなが 

         ら土日のどちらかの練習時に講師等を派遣するなどしてクラブ

活動の形をとれないか検討しているところである。 

（石﨑教育長）   他にはないか。 

（石島学校教育課長）   推進計画について今年度中に策定し、委員会に上程できるよ

うに進めていきたいと思っている。また、今までになかった部

活動として、下野市特有のキンボールを指導者と検討している

ところである。 

（石﨑教育長）   南河内第二中学校、石橋中学校が始まったとなるとまだ始ま

っていない国分寺中学校と南河内小中学校の保護者が不安にな

ると思うが、ある程度４校とも同じように１校１つずつ始まっ

た。１２月には１つはじまり、３月には２つ始まるようにとい

った流れでどんどん進めている段階である。推進計画について

も、約半分の自治体が今年度中に策定すると報道されている。



- 10 - 

下野市も今年度中に策定するように進めている。この後も逐一

新たな動きが出次第、学校教育課より説明していく。 

（佐間田委員）   南河内第二中学校を訪問した際に、付き添いがどうなるのか

など先生自身も不安に思っている意見が出たので、伝えていっ

た方が良い。 

 

（石﨑教育長）   教員の関わり方も決まっているので、学校に必要な情報を伝

えていく。そしてその後にという流れでどんどん進めて行った

方が良いと思う。この件はとても大きな話なので、何かあれば

定例会以外にも電話等でも考えをお聞かせ願いたい。 

 

（石﨑教育長）   続いて、その他に移る。 

 

        ７．その他 

 

（厚木教育総務課課長補佐）  （１）古山小学校学校訪問について、説明する。 

（石島学校教育課長）   同時開催の出前教育委員会の資料について、説明する。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 

（石島学校教育課長）  （２）令和６年度下野市教職員全体研修会（研究発表会）の開 

催について、説明する。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 

（野口生涯学習文化課長）  （３）令和６年度市民人権講座の開催について、説明する。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 

他に事務局から連絡事項等はあるか。 

 

（石島学校教育課長）   前回定例会時に質問のあった不審者侵入対策について説明。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。 

（永山委員）    声掛けがすごく重要だと思う。声掛けをすることで一人一人

の先生方全員が当事者になる。先生方も人数がいるので、会っ

た人に声を掛けるということをもっとやれば非常に抑止力にな

ると思う。 

（石﨑教育長）   他、質疑等はあるか。 

（川田委員）   各学校で対応が異なるが、玄関を閉めるが施錠はしないとい

うのは後から登校する児童のために施錠をしないということか。 

インターホン等での対応で、施錠をした方が良いのではないか。 

（石島学校教育課長）   インターホンが無い学校もあるので、すべてがその対応をで

きないという事実がある。基本的に児童が入った後に閉めてい

る学校が多いが、緊急時の対応ということも含めて、あえて施

錠をしていない。校内で話し合って施錠をしていないというと

ころもある。子どもの安全のための貴重な意見として学校に確

認していきたい。 
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（石﨑教育長）   記載をわかりやすくした方が良い。いいところの取組みは他

の学校に伝えたり指導する役割もあると思う。項目を書き出し

て実施している学校は丸を付けるようにすれば指導すべき点が

はっきりする。工夫をすると良い資料になると思う。 

（石﨑教育長）   他、質疑等はあるか。（特になし） 

他に事務局から連絡事項等はあるか。 

（厚木教育総務課課長補佐）   学校給食センター視察について。説明。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 

他に事務局から連絡事項等はあるか。 

（石島学校教育課長）   学校教育サポートセンターについて。予定では３月に完成。

５月中に開始ということで進めている。 

（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 

他に事務局から連絡事項等はあるか。 

 

教育委員の皆様から連絡事項等はあるか。（特になし） 

以上でよろしいか。（全委員承認） 

 

 

それでは、次回の開催日程について、事務局に説明を求める。 

（厚木教育総務課課長補佐）   次回の教育委員会定例会は、令和６年１２月２３日（月曜日） 

午後１時３０分から、教育委員会室で開催を予定している。 

 

        ８．閉会 

（石﨑教育長）   以上をもって、令和６年度第８回教育委員会定例会を閉会す

る。 

           

         （午後５時１０分閉会） 

 

 

議事録作成者 
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